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Abstract

　 Conspicu ］ty　of　colors 　was 　previously　investigated　for12　color 　charts 　at　various 酬 umlnance 　Ievels

and 　a 　proposa ［was 　madetQ 　empby 　twQ 　co ［ors ，　red 　and 　Iight　blue，　fQr　clQthes 　of 　pedestrians　so 　that

they　Gan 　be　easiiy 　detected　 by　car 　drivers　both　at　day　and 　night 　time．　ln　the　experiment ，　however ，

subjects 　observed 　colorcharts 　w 「th　free　eye 　movernents 　and 　the　results 　might 　main 】y　represent 　foveal

properties　whiie 　in　practice　drivers　should 　detect　pedestrians　with 　peri−foveal　vision ．　ln　the　presen 毛

experiments 　the　same 　12　colors 　were 　presented　a冒 our 　different　retinal 　positions， 10 ，
20

，
30　and 　35

degrees 　otf　fovea　and 　 the　 effect　of　the　position　 was 　 investigated 　 for　 the　 color 　 cQnspiculty ，　 Six

different　iHuminance　levels　from　O、011x　to　1000　ix　were 　explored 、The　previous　results 　were 　confirmed ．

Name ［y，　red　cobrs 　were 　Gonspicuous 　and 　blue　colors 　were 　not　at　hi，gh　illuminance　levels，　whii θ the

opposite 　was 　true　at　Iow　illuminance 「evels ．丁he　transition　from　one 　feature†o　another 　occurred 　at　IO

lx，　where †he　standard 　deviation　of　the　GonspiGuity 　score 　became 　largest　reflecting 　the　uncertainty ，

which 　to　take 　as 　the　clue 　for　conspicuity ，　cOlor 　or 　brlghtness，　As　to　the　effect 　of　the　retinal 　position，

only 　a 　 Iittle　effect 　was 　observed 　at 川uminanGe 　levels　higher　than　101x　from　two 　subiec †s，　 Red　cOlors

slightly 　 became 　 Iess　 cQnspicuous 　 at　 periphery　 and 　 blue　 colQrs 　 slightly 　 more 　GonspicuQus ，　 The

amounts 　of　these 　changes 　were 　on 【y　small ，　if　any ，　forthe　twQ 　sub ｝ects 　and 　no 　siginificant 　changewa ＄

observed 　 for　other 　four　sublec 匙s − t　was 　concluded 重hat　the　need 　 fOr　the　revision　 of　the　pre＞ious

resu ［ts　was 　unneGessary 　for　the　peripheral　observation ，

要　旨

　夜間の 交通事赦の
一

つ の原因として ， 歩行者が ドラ イヴ ァ
ーにと っ て見え にく い と い う こ とがある 。 そ こ で 目立

つ 色を歩行者の 衣服 に採用する と い う観点 から囲立 つ 色 を検討し，マ ン セル色相で 8R が明 る い と こ ろ で 目立ち，

8B 〔∋が日音い と こ ろで目立つ こ とを明 らかに してきた 。 その応用と して両者を配置した衣服も提案した 。 と こ ろ で

こ れ ら の実験で は被験者は視線を 白由 に 動か して よ い と い う条件で あ っ た 。 しか し交通 の 実際の 場面 で は，ドラ イ

ヴァ
ー

はむ しろ周辺視野でまず対象物を捉 えるという状 況にあるので ， 周辺視野での色の 目立 6 を知る必要がある

と考え られる 。 そ こ で 本研究は刺激色票を中心か ら視角 で ］9度 ， 20度 ， 30度 ， 85度の 4位置 に呈示 し目立ち得点を

測定 した 。 刺激色票 は 1E種類，測定 した照度 レベ ル は0．011Xから 10B01× に かけ て の 6 段階 で あ る 。 そ の 結果，明

る い と こ ろ で は赤系の色が目立つ ，逆に 青系は目立たない，暗い と こ ろ で は青系が目立ち，赤系は目立 たな い とい

う以前の結果を確認 したが ， 視野周辺に刺 激を呈示 して も明る い と こ ろ で 赤 系の色がやや得 点を減 らす被験者があ

る とは い うものの ， 概 して 呈示視野位置の影響 はな い こ とが明らか にな っ た。

［ ：：＝ ＝ 二＝ ：＝ ＝ ＝＝ ＝＝＝ ：］140 ［二二二二二二二：＝ ＝ ：＝ ＝ ：＝＝ コ
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　1．はじめに

　交通事赦の多い昨今，車の ドライヴァ
ーに歩行者が

よく見えるような ，
つ ま りよく目立 つ 歩行者の 服装の

色を選択する こ とを筆者らは提案し，その基礎的研究

と して 目立 つ 色は何色か を調 べ てきた評そ の際，交

通事故の多い時間帯と考えられる薄明視で の色の 目立

ち がとく に 重要で ある との 観点か ら，色の 目立 ちを照

度 レベ ルの関数として検討し， 色の目立ち度を計算す

る ため の 色 の 目立 ち空間を 導出 し，
2）
か つ 昼夜ともに

目 立 つ 赤系 と 青系 の E色 配色 の 服 装 を 提案 し て き

た 。

3）

　これらの 実験で は ， 被験者は横 4枚 ， 縦 3枚の配列

で 呈示された 12枚の色刺激を，視線を自由に動かして

観測する ことがで きた 。 したが っ て 得 られ た結果 は視

野の中心 と周辺を合わせ た視覚特i生を反映する もの と

考え られる 。 しかし応用の場面では，運転時の ドライ

ヴ ァ
ー

は主 として 前方を注視して お り ， 歩行者を最初

に捉え る の は視野 の周辺 で ある こ とが多い 。 と こ ろ が

明所視において色の見え方は視野の位置によ っ て異な

る こ とが 多 く報告され て い る 。

n−1冂）
周辺視野に い くほ

ど短波長の光覚感度が上昇 する と い う報告もある 。

111

また視野周辺は錐体 が少 なく桿体が多い こ とも周知の

こ と で ある 。 桿体の 影響の 出て くる プルキン エ 移行が

周辺視野で は照度の 比較的高い段階で 生 じて い る可能

性もある 。 以上の こ とか ら以前 に求めた 12色票 に墓つ

く結論がそ の まま応用の 場面に適用で き る か どうか，

今
一

つ 疑問の 残ると こ ろである 。

　そこで本研究は ， 色の 目立ちを照度 レベ ルの 関数と

して 求め る とともに，視野の い ろ い ろ の位置，すなわ

ち中心窩から 10度 ， 20度 ， 30度 ， 35度の所 でそれを測

定 して ， 色の 目立ちに視野位置の影響があるか どうか

を検討しよ う とする もの で ある 。

　E。実験条件

　2．1．装置

　卓上照度を精密に コ ン トロー
ルできる実験室 （メ ソ

ピ ッ クル ーム ） を 作製 し， 卓上 に 色刺 激を配置 した
。

テ
ープルの表面 には黒 い紙 を張 りつ けた 。 天井に設置

された照明光は高演色性蛍光灯 （演色AAA 昼白色）

で ある 。 被験者の 目と刺激との 距離が60cm に保たれ

るようテ
ーブル に 顎台を設置 し ， 被験者はそれ に顔を

固定 して両眼視 で 色票 を観察 した 。

　2．Ee 刺激色票

　以前の 実験 19
と同じ12種類の色票を採用 した 。 そ

れらは全色相をカヴァ
ーする ととも に ， プルキ ン エ 移

行が顕著 に 現れる よう彩度の 高 い 赤 （8R4 ／ 14），

明る い青 （8B 〔∋ 6／ 6）を含むもの となっ て い る 。

色仕様を表 1に 示す 。 背景 とあるのはテ
ーブル表面の

黒 い 紙の こ とで ある。HVO は マ ン セル表色記 号 で 色

粟の 製作者 （日本色研事業）か ら添付された もの，

x 】 o，Ylo，　 Y 、。は01E に よる 10度視野の色度座標 およ

びY 値で，日立力ラ
ー

アナライザ
ー

による測定 値で あ

る 。 光源は同i則定器内臓の蛍光灯 F のデ
ータに基づ く

もの で ある 。 実験 で 実 際 に使 っ た蛍光灯とは異な る と

思われるが，両者のデ
ー

タを用 い て 計算ある い は測定

した色度座標はほとん ど
一

致 したので ， こ こ ではカラ

ー
アナライザ

ー
のもの を記 した。

　各刺激は 50m直径の 円形 。 これを 60cmの 距離か ら観

測すれば視角で4．8度となる 。

　刺激色票 は図 1に示すように卓上 の
一

つ の 円弧 の 上

に等間隔で 並 べ る 。 円弧の 半径は中心から60cmの距離

で測 っ たと して ，内側 からそれぞれ視角で ］0度 ， 20度 ，

30度お よび35度である。各 円弧上の 1Eの小 円は色票を

置く位置で ，円弧上 で等間隔とな っ て い る 。 被験者に

と っ て 下方に 置かれた色票 は天井か らの照明光 を鏡面

反射 して表面が光る こと ， また顎台を固定す る台の た

め実質色票を置くこ とができないなどの理 由で，そ こ

に は刺激を配置しない よう に した 。 その範囲は中心を

表 1 刺激色票の色仕様

番号 HVC x 竃 o ぬ 。 YI。

18R4 ／140 ，6070 ．345 12．5

27YR4 ／90 ．5240 ．416 11．7

35Y5 ／8O ．482G ，459 18．8

43GY5 ／8O ．4350 ．493 18．2

52G5 ／80 ，31τ 0，473 19．1

610G6 ／60 ，2990 ，404 29．墮

78BG6 ／6O ，2760 ．372 29．5

87B5 ／60 ，2690 ．333 29．9

95PB5 ／80 ．2560 ．287 20。4

103P5 ／8o ，3110 ．281 20．O

112RP5 ／BO ．384O ．302 19．B

1210RP4 ／120 ．504O ，306 12．B

背景 0．3530 ．363 5．15

Lmm ＿＿＿＿，＿＿ ＿ 141 ・［二二＝ ．
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35 度
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。M

図 1　 水平卓上での刺激色票の呈示位置を示す図 。

頂点に して 2D度の場合がテ ープル の 上 で 87度，30P． が

109度 ， 35度が 115度 であ っ た Q 図 1の中心の十字は固

視点で ある 。

　被験者の 目の高さはテーブル上 45cmに設定した 。 こ

のとき被験者の 圉か ら刺激までの距離600mは固視点ま

で の 距離 で ある 。 したが っ て各色票は斜め の 方向から

観察される こ とにな り，か つ 被験者からの 距離は色票

の位置 によ っ て異な っ て くる 。 したが っ て 刺激の大き

さ 5度弱 と い う の は 正確に は固視点 で横方向 の 視角 で

ある 。 また刺激色票は水平卓上で円弧 に 配置 したので，

こ れを斜 め上方か ら観測する被験者にと っ て は横方向

に長い ほぼ楕円上 に並ん で い る こ とにな る 。

　以上の 実験条件を住宅街でよ く見 られ る 5m 幅の道

路の場合に対応させ て みる 。 ドライヴ ァ
ー

の位置がほ

ぼ道路中央 にあり，道路の 端の 歩行者ま で の 横方向の

距離が 3m である とすると，色票の配置位置 10度は ド

ライヴ ァ
ー

が歩行者の位置の手前約ワ m の所 に相当す

る。したが っ て 冊度 条件 で す で に ドライヴ ァ
ー−hX歩行

者に かな り接近した状態を シ ミ ュ レートして い る こ と

になる 。 また こ の位置で 色粟の大きさ 4．8度を歩行者

に換算す ると約 1．4m で あ り ， ほぼ人体の 大き ざを代

表す る も の とな っ て い る。

　実際の 場面で は ドラ イヴ ァ
ー

は歩行者に近づ い て い

くから歩行者はドライヴァ
ー

の視野の中で徐々に周辺

に移動して い る 。 本実験で は色票の位置は視角 10度，

20度 ， 30度 ， 35度 にそれぞれ固定 して い るか ら ， 色の

目立ちに寄与する色 票 の 動き の 効果は検討 で きな い と

い う こ と に な る 。

　2．3．照度レベ ル

　検討す る照度 レベ ル は ， 暗所視から明所視を含 むよ

う ，0．Ol，0．1， 1，10，　 me ，1000　lxの 6 レ ベ ル と

した 。 照度はっ ねに固視点の位置 でミノル タデジタル

照度計T − 1によ っ て 測定 した 。

　2．4．被験者

　被 験者 は全て色覚正 常者 で ， Ml （59才 ， 男）， ＄A

（50，女），HS （26，男），　 NM （23，女），　 HH
（23，男 ），KM （23，女）の 日名で ある 。 被験者 MI
とSA は以前の実験 にも参加 している 。 他の被験者は

全 て 京都大学池田研究室 の 学生 で ，目立ち の 実験には

今回が初め て の参加で ある 。 Mlは眼鏡を着用 して い

るの で ， 片眼 で 刺激を観測 した場 合はその鼻側の 3つ

の 位置の 色 票 ，すなわちB5度 の 手前 2 つ と30度 の 手前

］つ は，眼鏡枠の陰になっ て見えな い状態が起きた 。

しか し実験で は両眼使用な の で それらの 色粟ももう
一

方の 眼で 見る こ とが で きる 。 また眼鏡をはずして観測

しても結果 に差はないような予備 実験結果が得 られ た

の で ， 本実験で は全 て 眼鏡を掛けた状態で 実験を した 。

また実験データの収拾と分析に際して も格別の配慮を

行わなか っ た 。

　3．実験手1牘

　実験者は天井の光源の点灯本数 ， 光源の輝度 ， シ ャ

ドウス リ ッ トの 幅を調節 して 照度 レベ ルを設定す る と，

IZ度，20度，30度，35度の刺激呈示視野位置を
一

つ ラ

ン ダムに選び ， 図 ｝に示 した小円上に色票を順不同に

置く 。 被験者はそ の 照度 レベ ル に十分順応する と，顔

を顎台に載せ，固視点を見 つ め た ま ま 12枚の色粟を観

察 し ，

一
番目立 つ ものを取 り上 げる 。

つ い で 残 りの月

枚を観察 しそ の 中で
一
番目立 つ も の を取 り上 げる 。 こ

れを順次繰り返 し卓上から色票 12枚全部がなくなると，

こ の刺激提示位置 につ い て の実験は終わ りで ある 。

　 このときの被験者 へ のインス トラクシ ョ ンは次のよ

う に した 。 「これは視野周辺 で の 色 の 目立 ちを調べ る

実験です 。 中心 の 指標に目を固定 したまま，どの 色 が

一
番良 く目立 つ か ，

一
番 目を引 くかを判断 して下さ い 。

こ こ で 言 う色 の 目立ちとはそ の 色自身の 目立ち で あり，

それが
一

つ だけ他 の 色とは違うか ら目立 つ と い う目立

ち で はありません 。 実験で は
一
番 目立つ も の から順番

に 取 り上 げて 下ざ い 。 こ の 実験で は，どの 色が目立 っ

かを判断する と き中心の指標を 見つ めて い る こ とが非

常に 重要 です 。 た と えば色票を取 り上げる作業の と き

［一 ］ 142 一
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目は当然あち こちを見て ， 目立つ 色票に気がつ きます

が，そ の 時 の 判断をつ ぎ の 観測時 に持ち込 まな い よう

気をつ けて 下さ い 。 顎台に顎をつ け中心固視を し，初

心 に戻 っ て次の判断を して下さい。」

　 12枚の 色票 の 取り上 げが終わ る と，実験者が次の 視

野位置に 色 票を配列 して ， 再び被験者の作業が始ま る 。

4種類の視野位置 を 終われ ば次の 照度レ ベ ル に 移 る 。

照度の 6 レベ ルが終われ ば 1セ ッ シ ョ ンの終了となる。

通常は 1090　lxか ら実験を始め ， 0，011xで折り返 して ，

2セ ッ シ ョ ン を続け て 行 っ た 。 照度 レベ ル が下 が る場

合は新 し い 照度 レベ ルが設定され るごとに順応時間を

数分もっ たが ， 上がる場合は順応時間の確保には とく

に配慮しなかっ た 。

　 各被験者 とも 10セ ッ シ ョ ンの実験 を行 っ た 。

周辺で赤領域の光に対する感度が減少し， 青領域の光

に対す る感度が上昇する とい う特性をよ く反映す る も

の とな っ て い る 。

1D
しかし t検定に よ っ て 有意差を調

べ てみると p 〈0．05で有 意の 差あ りと判定 されるの は

刺激呈 示位置が｝口度 と35度 で 2RP ， 10RP ，日 R，

そ して 8B 〔∋， 5PB など限られた条件の も の で あり，

図 2か ら 受ける 印象ほ ど 呈 示位置の影響は な い よ う で

ある。被験者 HS も Mlと同様 ， 図か らの印象 は変化

あ りで あるが ， 有意差が最も多く見られた の は呈示位

置 1D度 と31度の 間 で ， 7YR
， 5Y ， 2G ， 8BC∋，

7B ， 5PB の色票で ， いずれも外側ほ ど目立ち得点

が上昇して い る 。 しか し他の 条件で はほ とんど有意差

は見られない 。 他の 4人の被験者では刺激呈示位置の

影響 はさ らに小 さく ， 各色票 につ い て の呈 示位置の 全

4。結果と考察

　結 果の うち 10001xの ものを全被験者 6人 に

つ い て 図 2に示す。各刺 激色票は円周方向に配

置し，目立ち得点を円の中心か らの 距離として

与えた 。 目立ち得点は ， 実験にお いて
一番最初

に馭 り上 げられた色票 に 11点 ， 次 の もの に］B点

などと与え ， 最後のものには 0点を与え た 。 こ

れ らの懐を ］0セ ッ シ ョ ン に つ い て平均 し， 最高

の ll点を LO に正規 化 して 図 に示 した 。

一
番 外

の円が 1．口で ある 。 刺激呈示位置は○印が IO度

に
，　△ 印が 2［｝度 に

， 疉印が3［〕度 に
，　△ 印が 35度

に対応 して いる。

　図 2からまず分か る こ とは，ど の 初験者にお

い て も左上方の色票 で 高い 目立ち得点を与え る

こと，つ ま り 8R ， 10RP ， 2RP の 赤系がよ

く目立つ こ と，逆 に下方の 青系の 色票はあま り

目立たな い とい う こ とで ある 。 しか し細部の特

性 につ い て は被験者間 で かな りの差のあること

も事実 で あ る 。 被 験者M 亅と SA は 右方 つ ま り

B〔∋Y で他の被験者に 比 べ て低い得点を与え ，

さ らに MIは B の領域 に他の被験者よ り高 い 目

立ち点 を 与え て い る 。

　本研究の主目的で あ っ た刺激呈示位置の 影響

にお い て も被験者間 の 差は で て い る ように見え

る 。 Miにお い て は 2RP か ら 5Y にか けて の

上方の色票 で は，呈示位置が視野周 辺 に 移る に

つ れて 段々目立たなくな っ て い る に対し，10〔∋

か ら
．
3P にかけての下方の色票で は逆に周辺ほ

どよ く目立 っ ように変化 しで い る 。 こ れは網膜

3P

eBGMI

　1000　k

3P

　 eBCSA

　tOOO 鼠

日R

　 日BGHS

　 IOOO 　ix

☆
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2Gy

SR

　 8EGNM

　1000  

　 BBCHH
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　 6BgKM

　loeo　b【

3CY
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93Y

図 2　各被験者の目立 ち得点。 照度 レベ ル ， 100BIX。 刺激呈

　示位置 ：○，10度 ；△ ，20度 ；鬱，30度 ；A 、35度 。
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図 3　 目立ち得点の 視野位置によ る 変化 。 被験者

　 6人と，それ らの平均 （大きな白丸）。 照度レ

　ベ ル ，10001x 。 色票 は 2RP5 ／8 （上 ） と B

　B 〔∋6／6 （下〉。

8R

3P

　 δβcMEAN
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眠
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　 a日GMEAN
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33Y

て の 組み 合わせ 12x6＝ 72通 りの うち有意 の 認

め ら れ た の は ， 被験者SA ，
　 NM ，

　 HH ，
　 KM

ともに 3 つ の条件のみ で あ っ た 。 なお こ れら 3

通りは 』被験者とも異な っ た条件で あ っ た 。 こ

れに 対 しMlで は10，　 HS で は14と多い条件で

有意差が見られ た。

　図 3は刺激呈示位置の影響が比較的大きく出て い る

と思われる色 票 2RP と 8B 〔∋に つ い て 金 被験雹の 目

立 ち得点を照度 レベル 10001xに つ い て 網膜位置 の関

数と し て 示 し たもの で 図 2から の 抜粋で ある 。 上 図の

2RP に お い て は 上記 した よ う に，被験者 Mi （○〉

と HS （△ ）は視角の増大 ととも に自立ち得点の有意

な減少もあ る が ， 他 の被験者 で は全 く変化が見 られな

い 。 また 下 図の BBG で も ，
　 Ml （○），

　 HS （△ ），

NM （△ ），　 HH （口）で は 上昇 の傾向が 見 られ る が ，

κM （圏）ではその ような変化は見 られない 。 したが

っ て 変化を示すものとな っ て いる平均的傾向 （大きな

○ ）は あ くま で も数値の 上 で の こ と で あ り ， 被験 者

個々におい て は変化の全くない人の 方が多か っ た こ と

を忘れ て はな らな い 。
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図 4　 各照度 レベ ル に おける色の 目立 ち 得点 。 6人の平均

　値 。 刺激呈 示位置 ；○ ， 10度 ；△
， ？0度 ；  ， 30度 ；▲

，

　35度 。

　図 4は 6人 の被験者の平均値を 6っ の照度 レベ ル に

つ い て プ ロ ッ トしたも の で ある 。 刺激呈示位置を表す

シ ンボル は図 2と同 じで ある 。 こ こ ではまず，各色粟

の 目立ち得点 の照度 レベ ルによる変化に注圏する 。 照

度が高い 1000　1× で は，前 述 した よ うに，こ の 図 で 左

上方 の 赤系 の 色票が よく目立ち，下方の青系の色票が

目立たない 。 この傾向は次の 100IXで も同様で あ る 。

しか し照度の低い 1　 1×以下 で は赤系の 色票は全く目立

たなくな り ， 代わ っ て青系の色票がよく目立つ よう に

な っ て い る 。これ は明らか に暗所視 の 特性を表すもの

で ある 。 被験者の 内観報告で も，こ れ らの 照度 レベ ル

では色票の色はほとん ど目立たな くなり，代わ っ て無

彩色の 明るさが目立ちを左右するとなっ て おり，暗所

視の 現象を示 して い る 。 昵る い と こ ろと暗 い と こ ろの

中間 的特性を 示 す の が 101Xの 結果 で あり ， 赤系 の 色

［＝：＝＝ ＝ ：：：：＝：＝二 二二 ＝ ：］144 ［一 二ニコ
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図 5　 照度レベ ル に よる囲立ち得点の変化 。 B人の平

均 。 刺激呈示位置は 10度 。

も青系の色も同 じ程度 に置立 っ て い る。

　照度 レベ ルによ る 目立ちの 変化を 4種類の 色票 に つ

い て 見たのが図 5である。刺激呈示位置は i口度である。

BR は照度 レベ ル の 減少にともな っ て 諠立たなくな り，

BBO はよく目立 っ よ う に な っ で い る 。 そ し て 明所視

特性の中間的特性を示 して い るのが 101× での ヂ
ー

タ

で ある 。 すな わち 101×は移行の真 っ 最 中 で ある 。 目

立ちの判断 にも こ の移行期の眼の特性の影響が現れる 。

図 6は各色粟の目立ち得点の ぱらつ きを照度 レベ ル に

対 して プ ロ ッ トしたもの で ある。 図右の数字は表 1に

示 した色票番号で ある 。 各被験者の 10セ ッ シ ョ ン の得

点の標準偏差を計算し，刺激呈示位置 に っ い て平均し，

さ ら に 6人に つ い て 平均したもの で ある。特 徴的な の

は色票 8R で あり，こ の 標準偏差を 見る と，100田 x

で も0創 IXでもきわめて小さ い 値を示 して いる 。 つ

まり各被験者とも こ の 色票 に対する評価が容易 で ある

ことを示 して いるの で ある 。 すなわち前者で は鮮やか

な赤 で 際だ っ て 目立 つ で あ り，後者で は真 っ 黒 で背景

に全く同化して い てその存在も分からな い ， である。

ところが 101xの レベ ル で は 8R の標 準偏差 はきわめ

て 大きな値を示す 。 被験者の 判定を見 る と
， ある と ぎ

は とて もよ く目立つ と して い るかと思 え ば，他の と き

に は 全 然目立 た な い と し て い る 。 こ れは被験 者が 目立

ちを色で判定する べ きか ， 明るさ で 判定する べ きかを

迷 っ ている ことを示 して い る 。 色と明るさ の はざま に

あ る と い う こ とで あ る 。

　ただ こ の はざま の 照度 レベ ル に つ い て は被験者間 に

差が見 られ る 。 図 7 上 は 6人 の 被験者に つ い て 昼 間 に

最も目立ち夜間 に 最も目立たな くなる 8R4 ／ 14の目
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図 6　 各色票の，各照度レベ ル におけ る 目立ち得点 の

　ばらつ きを示す標準偏差 。 全被験者，全刺激呈 示位

　置に つ い て 平均したもの 。 右の数字は色票番号 。

立ち得点 を照度 レベ ル の 関数として 示 したもので ある 。

5人の被験者は 月X で は この色票はほとん ど目立 たな

い点を与えて いるの に対 し口印の HH はなおも0．55の

目立ち得点を与え こ の 照度 レベ ル がま さ に移行期とな

っ て い る 。 図 7下の標準偏差の図か らも こ の照度 レベ

ルで判定の迷 いが最大 とな っ て いて 色と明るざの どち

らを採るか に迷 っ て い る様子がう かがえ る 。

　被験者へ の イ ン ス トラ ク シ ョ ン で は明る ざ の こ と に

は触れ ていな い 。 しか し各被験者とも照度 レベ ルが低

くな っ て色票の カラ フ ルネスが減少してくると，きわ

め て 自然に明るさを 目立ちの指標としたようで ある。

これは本実験 で の被験者が全 て 色 の 実験や視覚実験に

関与 し，またプルキ ン エ 現象の こ と も よ く知 っ て い た

こ とも
一

因かもしれないが，た とえこの実験が初め て

の被験者 で も暗所視 で 目立ちを判定するには手がか り

は明 る さ しかな い 事実 に よ っ て 明 る さ を 目立 ち の 指標

とす る こ とを直ち に 取得した に ちがい な い と思われる。

　本実験 で 得 ら れ た 移行期 101xをただ ちに明所視と

暗所視の 間の薄明視 とするの にはやや問題がある と思

われ る Q 色票の等価明度を測定 した以前の実験では薄

明視の 始ま りは 則 X くら い で あ り， 終わ りはD．02　IX
くらい で あ っ た 。

IZIZ）ID　IXは明らか にまだ明所視レベ

ル で あ る 。 した が っ て 図 4 や図 6の ｝頓 x で見られる

目立ちの 移行期は，色票の 色 み の効果が減少し明所視

明度に判定の 比重が移つづ つ ある ときと い うこ と で あ

ろ う 。 この 明所視 明度 も 月 Xで は暗所視明度に移行し

て い る こ と はその結果 がD．011Xのそれ と全 く同 じで

ある こ と か ら明か で ある 。

　本磆究が対象とする応用面で 色票の 目立ちがとくに

一
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図 ア　各被験者 こ との 目 立 ち 得点 （上）と標準偏差

　 （下）。 刺激色票は8R4A4 。

重要 に な る の は ， 照度 レベ ルが低 い薄明視や暗所視の

ときである 。 歩行者に 限らず物体の 詳細や存在そのも

の が見 え にくくなる 時期である 。 そ こ で移行期 101x

に おけ る 刺激呈 示位置 の 目立ちへ の 影響を見たのが図

8で ある 。 図の 表現は図 3と同じで ある 。 こ こ で BP

と 8B 〔∋と を 選ん だ のは こ の 2色 を 目 立 つ 衣 服 の 配色

と して 以前提案しているからである 。

3〕
明る い明所視

では 8R の赤で 目立ち ， 暗い暗所視で は 8BO で 目立

つ と い う観点か らの 配色 で あ る 。 図 Bで ， BR は周辺

にいくとやや目立ちが減少するが，BB 〔∋は全く変わ

らな い 。 また どちらの色票 に お い て も 目立ち得点は高

い 値を示 している。暗所視へ の移行期で も 8R と 8

BG は目立 つ 色 と い う こ と ， ざらに周辺視 で も目立ち

は 減少しな い と い う こ とで あ る 。

　刺激色票 の 呈示位置の 影響を図 4で も う
一

度晃てみ

る と
， 明 る い 1000　1xと 10D　lxの とき ， 2RP や 10RP

で は周辺 に い くほど 目立たな くなる と い う傾向が見え，

こ れに対 し］0〔∋， BB 〔∋， アB では周辺に 行くほど 目
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図 8　 目立ち得点の視野位置 に よる変化 。 被験者 6人

　と，それらの 平均 （大きな 白丸）。 照度レベ ル ， 10

　1x。 色票は8R4／14 （上）とBB〔∋G／G （下）。

だ つ ような傾向が見える 。 しか しそ の 変化の量 はきわ

め て 小さ く， IDOD　IXの結果 の各被験者における t検

定で は，p ＜ 0．05で 有意差が あ るの は ，
た と え ば 2

RP で は被験者 Mlで 10度 と35度 の 間，　 HS で 10度 と

35度 ， 20度と35度，30度と 35度の間だけであり，他の

組 み 合わせ ， ならびに他 の 3人の被験者はどの組み 合

わせ で も有意差の あるものとはな っ て いない。 したが

っ て本実験結果の示す限 りは，目立ち曲線は網膜位置

によ っ て 異なると い う結論を導くこ とは困難で あり，

色の目立 ちに関 しては以前得 られた結果
LE）

は ， 周辺

視で 対象物を検出する状況にお い て も有効で あると結

論して よ い と考える 。 刺激呈示位置 によ っ て目立ち得

点に差がない とい う こ の結論は ， 本実験で採用 しだ 2

枚の色票を基に した結論で ある 。 当然の こ となが ら刺

激色票の種類，枚数など に よ っ て 目立ち得点の 細部の

特性は影響されると考え られる 。 視覚系 の あらゆ る 性

質を顕現する こ とを目的とするな ら刺激色票の選択に

は他の 規準が必要 で あろう 。

［：＝二 二 ：二＝＝ 二 ＝：］ 146 匚＝ ：：：：＝＝ ＝ ：二 ：＝＝ ＝＝ ］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本麁 彩学会誌　　VOLUME 　16　NUMBER 　3　1993

　今回の 実験で は刺激色票を水平卓上に並べ ，それら

を斜め上方から観i則する と い う設定で あ っ た 。 こ の た

め ， 刺激呈示位置 1D度 ， 20度 ， 3D度 ， 35度と い っ ても

そ れ らは被験者 の 視野 にお い て 水平方向の 角度で あり ，

垂直方向の角度に つ い て は短縮された状態にな っ て い

る 。 も し 目立 ち特性が単純に 視角で 決 ま っ て い る な ら
，

これ らの設 定は呈示位置による差 が相殺されるように

働くはずで ある 。 しかし色視野は水平方向に広い傾向

にあるので
6’7’s）こ の相殺はそれほど強 く働い て い な い

かも しれない 。 目立 ちの視野による影響の検討はした

がっ て単純に いかない点もあるの で，今後は応用だけ

を考え て ， たとえば刺激呈示位置 を被験者にとっ て 左

右方向だ けに限るな どの 工 夫が必要で あろう 。 また刺

激呈示場所も水平卓上でな く，より実際的に，被験者

の 前方垂直面とするほうがよ い と考える。またそ の 設

定の 方が刺激呈示位置の 制御の 容易さの 利点 もある 。
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